














INFLUENCE OF POLYELECTROLYTE ADSORPTION AND METAL ION ELUTION ON THE TIME CHANGE 








In this study, the time change of the particle dispersion state in the slurry was evaluated by measuring the 
apparent viscosity while changing the retention time after the slurry was prepared. In addition, the mechanism of 
time change of slurry was discussed from the viewpoint of the adsorption amount of the polyelectrolyte and the 
metal ion concentration. As a result, it was suggested that the adsorption of the polyelectrolyte and the interaction 
between the polyelectrolyte and the metal ion play an important role in the time change of the particle dispersion 
state in the slurry and the green density. 






















アルミナ粒子（AES-11E，d50 = 0.48 μm），分散媒に蒸留
水，分散剤にポリカルボン酸アンモニウム（PCA，Mw = 
8000）を用いた．ボールミル混合を行い，粒子濃度 35 vol%



























図 1 に PCA 添加量を変化させたスラリーの比粘度の経




することがわかった．よって PCA 添加量 2.4 mg･g-1-Al2O3
以下のスラリーにおいて，調製直後から時間経過と共に粒
子が凝集していったことがわかる．これに対し，PCA 添加
量 3.6 - 6.0 mg･g-1-Al2O3のスラリーは調製後，時間経過と
ともに一度相対粘度が減少したのち，一定となった．この





図 1 相対粘度の経時変化 
 
このスラリー相対粘度の経時変化の違いを PCA の吸着
から考察するため，図 2 に経過時間ごとに測定した PCA









図 2 吸着量の経時変化 
 
図 3 に粒子表面の帯電の大きさの指標である電気泳動













図 3 電気泳動移動度の経時変化 
 
図4に任意の時間攪拌したスラリーを用い作製した成形







図 4 成形体充填率の経時変化 
 
４． 結言 
スラリー中の粒子分散状態の経時変化の影響を調査し
た．その結果，スラリーの分散状態の経時変化は，高分子
電界質の吸着量および溶出する金属イオン濃度に大きな
影響を受けることが明らかになった． 
また経時変化し分散したスラリーを用いることで，成形
体密度の高い成形体が作製でき，かつ安定的に製造できる
ことが示唆され，スラリーの経時変化を考慮する重要性が
見出された． 
